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学
校
と
地
域
の
連
携 

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て 

答
申
提
出 

 

 

 

小
千
谷
市
で
は
、
少
子
化
に
伴
う
児
童 

生
徒
数
の
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、 

学
校
本
来
の
特
性
で
あ
る
児
童
生
徒
が
集 

団
で
協
力
・
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
び
、 

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い 

っ
た
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
市
の
教
育
環
境
に
大
き
な
影
響
を 

                

及
ぼ
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
早
急
な
対
応 

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
全
体
の
将 

来
を
展
望
し
た
持
続
可
能
で
魅
力
あ
ふ
れ 

る
教
育
環
境
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す 

る
「
小
千
谷
市
立
小
中
学
校
の
在
り
方
検 

討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
小
千
谷
市
立 

小
中
学
校
の
在
り
方
検
討
委
員
会
設
置
要 

綱
に
基
づ
き
、
３
つ
の
事
項(

①
小
学
校
及 

び
中
学
校
に
お
け
る
学
校
の
適
正
な
規
模 

②
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
け
る
適
正
な 

通
学
距
離
及
び
通
学
時
間
③
将
来
を
展
望 

し
た
教
育
環
境
の
在
り
方)

つ
い
て
諮
問
が 

さ
れ
ま
し
た
。(

諮
問
書
の
内
容
は
下
記
の 

QR
コ
ー
ド
か
ら
小
千
谷
市
の
HP
で
閲
覧 

で
き
ま
す) 

 

【
検
討
経
過
】 

 

検
討
委
員
会
は
１８
名
で
構
成
さ
れ
、
委 

員
長
に
遠
藤
英
和
新
潟
県
立
大
学
非
常
勤 

講
師
が
任
命
さ
れ
、
学
識
経
験
者
、
学
校 

関
係
者
、
学
校
保
護
者
代
表
、
地
域
代 

表
、
に
小
千
谷
青
年
会
議
所
と
連
合
小
千 

谷
支
部
の
代
表
で
構
成
さ
れ
、
南
小
千
谷 

地
区
代
表
と
し
て
関
麻
紀
さ
ん(

塩
殿)
が 

任
に
当
た
り
ま
し
た
。 

第
一
回
の
検
討
委
員
会
は
令
和
７
年
２ 

月
２０
日
に
開
催
さ
れ
、
以
降
第
８
回
の
検 

討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
９
月 

２４
日
に
最
終
の
答
申
案
が
審
議
さ
れ
ま
し 

た
。(

検
討
委
員
会
の
資
料
並
び
に
会
議
録 

は
下
記
の
QR
コ
ー
ド
か
ら
小
千
谷
市
の 

HP
で
閲
覧
で
き
ま
す) 

 

○
第
１
回
検
討
会 

 

小
中
学
校
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
資 

料
が
示
さ
れ
検
討 

○
第
２
回
検
討
会 

 

小
千
谷
市
に
お
け
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
望 

ま
し
い
教
育
環
境
等
と
し
て
「
小
千
谷
市 

の
１０
年
後
の
学
校
像
・
目
指
す
子
供
の 

姿
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

○
第
３
回
検
討
会 

 

小
千
谷
市
に
お
け
る
適
正
な
学
校
規
模 

に
つ
い
て 

○
第
４
回
検
討
会 

 

学
校
視
察
で
東
山
小
学
校
を
会
場
に 

前
回
に
続
き
適
正
な
学
校
規
模
に
つ
い
て 

○
第
５
回
検
討
会 

 

小
千
谷
市
に
お
け
る
中
学
校
の
適
正
な 

学
校
規
模
に
つ
い
て 

○
第
６
回
検
討
会 

 

小
中
学
校
の
適
正
な
学
校
規
模
、
通
学 

距
離
及
び
通
学
時
間
に
つ
い
て 

○
第
７
回
検
討
会 

 

こ
れ
ま
で
の
出
た
意
見
整
理
と
答
申
に 

つ
い
て 

○
第
８
回
検
討
会(

最
終) 

 

答
申
に
つ
い
て 
 

【
答
申
の
要
旨
】
前
記
諮
問
①
～
③
参
照 

①
小
学
校 

複
式
学
級
を
解
消
で
き
る
規 

模(

学
級
数) 

・
統
合
後
当
分
の
間
は
複 

式
学
級
が
発
生
し
な
い 

中
学
校 

全
学
年
で
ク
ラ
ス
替
え
が
可 

能
と
な
る
規
模(

学
級
数) 

・
全
学
年
で 

ク
ラ
ス
替
え
が
可
能 

・
す
べ
て
の
強 

化(
９
教
科)

で
免
許
を
持
つ
専
門
の
教
員 

を
配
置 

 ②
【
原
則
】 
通
学
距
離 

左
記
通
学
時 

間
を
勘
案
し
た
通
学
時
間 

 

通
学
時
間 

小
・
中
学
校
と
も
に
お
お 

む
ね
１
時
間
以
内 

 

・
地
理
的
条
件
や
冬
期
間
の
気
象
状
況
を 

考
慮 

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用 

 

③ 

※
左
記
の
各
項
目
の
内
容
省
略 

○
多
様
な
価
値
観
、
文
化
に
ふ
れ
、
生
き 

る
力
を
は
ぐ
く
む
環
境
の
整
備 

○
小
千
谷
市
の
自
然
、
歴
史
、
人
材
を
生 

か
し
た
、
故
郷
に
誇
り
を
持
て
る
教
育 

○
通
学
の
安
心
安
全
の
確
保 

 

 

小
千
谷
市
立
小
中
学
校
の
在
り
方
検
討 

委
員
会
で
の
資
料
や
答
申
等
に
つ
い
て
裏 

面
で
関
連
し
て
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご 

覧
く
だ
さ
い
。 

  

左
記
の
QR
コ
ー
ド
や
ア
ド
レ
ス
に
よ
り
小

千
谷
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

       

買
物
バ
ス
月
２
回
運
行 

11
月
13
・
27
日(

木) 

シ
ル
バ
ー
デ
ィ
ー 

 

原
信
桜
町
店
へ
の
運
行
は
月
２
回
を
継 

続
し
て
行
い
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ 

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

集
合
時
間 

9
時
３０
分 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

買 

物 

先 
 

原
信
桜
町
店 

 
 

 
 

 
(

買
い
物
時
間  

約
40
分) 

 

申 

込 

み     

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

                    

℡ 

86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

お
名
前
、
町
内
名
、
電
話
番 

 

号
、
送
迎
の 

有
無
を
伝
え.

る
。 

利
用
料
金 

実
費
相
当
の
寄
付 

４
百
円
程
度 

以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。 

対 

象 

者 
  

真
人
里
地
・
芋
時
町
内
住
民 

申
込
人
数 

 

運
行
一
回
９
名 

  

申
込
期
限  

前(

13
日)  

11
月
10
日(

月) 

後(

27
日)  

11
月
25
日(:

火) 
問
合
せ
先    

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

(

福
祉
会)

渡
邊
・
丸
山 

℡
86-

3

0

0

2 

温
泉
送
迎
バ
ス 

11
月
21
日(

金)

運
行 

え
ち
ご
川
口
温
泉
行 

 

温
泉
で
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て 

み
ま
せ
ん
か
。
今
月
も
温
泉
送
迎
バ
ス
を 

運
行
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち 

し
て
お
り
ま
す
。 

 

集
合
時
間 

10
時
00
分(

出
発) 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

  

行
き
先 

 

川
口
温
泉 

帰
り
の
温
泉
発
時
刻 

１５
時
30
分
発 

  

申
込
み
期
限 

11
月
17
日(

月) 

 

申 

込 

先 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

問 

合 

せ 

先  

℡
86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

氏
名
、
町
内
名
、
電
話
番

号
、
乗
車
場
所
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

利
用
料
金 

実
費
相
当
の
寄
付(

五
百
円
以

上
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。) 

対 

象 

者 

真
人
里
地
・
芋
時
住
民
を
対
象 

申
込
人
数 

９
名(

先
着
順) 

但
し
申
込
が 

５
名
未
満
の
場
合
は
実
施
を
中
止
し
ま 

す
。
そ
の
際
は
関
係
者
に
連
絡
し
ま
す
。 

※ 

送
迎
費
用
の
ほ
か
の
経
費
は
各
人
の
支

払
い
と
な
り
ま
す
。 
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小
千
谷
市
立
小
中
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て(

答
申) 

 

諮
問
の
あ
っ
た
事
項
へ
の
答
申
の
要
旨 

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

【要
旨
】 

                                  

                                        

   

 

                                    

                                        

【
今
後
の
予
定
】 

 

答
申
を
受
け
取
っ
た
松
井
教
育
長 

は
、
１０
月
に
は
条
例
に
基
づ
き
小 

千
谷
市
学
校
整
備
委
員
会
を
設
置 

し
、
１１

月
以
降
に
地
区
別
懇
談 

会
、
来
年
１
月
～
２
月
頃
に
子
供
達 

や
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実 

施
す
る
こ
と
を
説
明
。「
こ
の
答
申 

を
基
に
、
保
護
者
の
想
い
も
大
切
に 

し
な
が
ら
、
地
区
ご
と
の
検
討
に
入 

り
た
い
。
令
和
９
年
３
月
ま
で
に 

は
、
計
画
を
公
表
し
た
い
。」 

※
小
千
谷
新
聞
記
事
を
抜
粋 

※
今
回
の
諮
問
や
答
申
な
ど
に
係
る 

書
類
を
紙
ベ
ー
ス
で
交
流
館
に
て
閲 

覧
可
能
で
す
。 

   

                     

３．将来を展望した教育環境の在り方 

  市全体を考えた魅力あふれる教育環境の整備 

○多様な価値観、文化に触れ、生きる力を育む環境の
整備 

○小千谷市の自然、歴史、人材をいかした、故郷に誇
りを持てる教育 

○通学の安心安全の確保 

上記については紙面の都合により内容を省略しました 

学校の在り方検討委員会 

１１月以降に地区別懇談会が予定 

○東山地区 約２０分 ○南部地区 約２０分 ○片貝地区 約１５分 
 

下記の図や表などは参考資料として抜粋しました。紙面の都合上見にくいところはご
容赦願います。 

令和７
年 

令和７
年 

令和 19
年 

令和 19
年 

令和７
年 

令和７
年 

令和13
年 

令和13
年 
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防
犯
協
会
県
民
大
会 

 
  

防
犯
協
会
主
催
の
「
犯
罪
の
な
い
安
全 

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会
2

0

2

5
」
が
新
潟
市
の
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ 

で
１０
月
１７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

県
内
全
市
町
村
か
ら
約
８
百
名
が
参
加 

し
、
表
題
の
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

地
域
社
会
の
実
現
を
と
の
想
い
で
開
催
さ 

れ
る
も
の
で
す
。 

さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
が
発
生
し
、
近
年
特 

に
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
が
増
加
し 

て
い
て
、
誰
も
が
騙
さ
れ
る
よ
う
な
巧
妙 

な
手
口
で
誘
い
込
む
よ
う
な
事
例
が
起
こ 

っ
て
い
ま
す
。 

 

犯
罪
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て 

毎
日
を
過
ご
し
て
欲
し
い
い
と
思
い
ま

す
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て

県
警
の
音
楽
隊

に
よ
る
演
奏
が

あ
り
、
久
し
ぶ

り
に
生
の
吹
奏

楽
を
楽
し
み
ま

し
た
。(

小
千

谷
地
区
防
犯
協

会
会
長 

瀧
澤

功) 
 

感 

謝 

状 

贈 

呈 

真
人
町
里
地
振
興
協
議
会 

  

真
人
町
下
タ
島
地
内
で
進
め
ら
れ
て
い 

る
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
信
濃
川 

河
川
事
務
所
発
注
の
真
人
遊
水
地
工
事
を 

受
注
し
て
い
る
工
事
業
者
３
社
で
組
織
す 

る
真
人
遊
水
地
整
備
工
事 

工
事
関
係
者 

連
絡
会((

株)

村
山
土
建
、(

株)

加
賀
田
組
、 

小
柳
建
設(

株))

の
各
請
負
業
者
に
、
地
域 

と
連
携
し
て
安
全
に
配
慮
し
た
施
工
と
工 

程
調
整
に
努
め
、
「
真
人
ま
つ
り
奉
納
煙 

火
」
で
は
多
大
な
る
ご
高
配
を
賜
る
な
ど 

の
地
域
貢
献
に
対
し
て
、
１０
月
９
日(

木) 

各
社
に
各
々
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
工
事
完
成
ま
で
安
全
で
安
心
で 

き
る
施
工
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
お
願
い 

し
ま
す
。 

                   

工
事
関
係
者
連
絡
会
代
表
の
小
柳
建
設 

(

株)

で
真
人
遊
水
地
整
備
そ
の
６
工
事
現 

場
代
理
人
長
谷
川
愛
様(

写
真
右)

よ
り
コ 

メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。 

  

初
め
に
、
日
頃
よ
り
地
域
の
安
全
と
環 

境
保
全
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お 

り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま 

す
。
ま
た
、
こ
の
度
工
事
施
工
業
者
の
地 

域
に
対
す
る
業
務
や
対
応
を
評
価
し
て
い 

た
だ
き
、
感
謝
状
の
贈
呈
に
つ
き
ま
し
て 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

真
人
遊
水
地
整
備
工
事 

工
事
関
係
者 

連
絡
会
は
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備 

局
信
濃
川
河
川
事
務
所
が
発
注
す
る
真
人 

町
遊
水
地
整
備
事
業
の
施
工
業
者
３
社 

((

株)

村
山
土
建
、(

株)

加
賀
田
組
、 

小
柳
建
設(

株))

で
組
織
し
て
お
り
ま
す
。 

本
工
事
は
、
地
域
の
皆
様
の
安
心
・
安
全 

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
重
要
な
事
業
で 

あ
り
、
河
川
の
氾
濫
防
止
や
流
域
環
境
の 

改
善
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
施
工
に 

あ
た
り
ま
し
て
は
、
近
隣
の
皆
様
に
ご
不 

便
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
の
な
い 

よ
う
、
騒
音
・
振
動
・
交
通
安
全
な
ど
に 

十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
細
心
の
注
意
を
払 

っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の 

も
と
、
無
事
故
・
無
災
害
で
工
事
を
完
了 

で
き
る
よ
う
、
工
事
関
係
者
連
絡
会
一
同 

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何 

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

            

                                        

                                         

真人の風 
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真人まつり奉納煙火で打ち揚げ 

2019.10.１２撮影 台風19号水害 逆流で湛水の下タ島地内 

2019.10.１２撮影 台風19号水害 越水が流れる塩殿前島地内 2025.10.17撮影 完成に向けて整備が進む塩殿遊水地 

2025.10.17撮影 本格的な工事が始まった真人遊水地 
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真人地区町内会長協議会会報 第７９号（令和 7 年 １０月２５日） 

 

 

 

 

コ
ミ
バ
ス
利
用
案
内(

案) 
 

 
秋
の
味
覚
堪
能
ラ
ン
チ
送
迎 

  

新
米
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
る
時
期
に 

な
り
ま
し
た
。
地
域
内
の
「
蕎
麦
割
烹
ま 

る
い
ち
」
さ
ん
で
は
新
そ
ば
も
提
供
さ
れ 

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
栃
地
内
の
「
お
っ 

こ
の
木
」
で
は
秋
野
菜
や
キ
ノ
コ
な
ど
の 

秋
の
味
覚
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
様
の
お
声
が
け
で
人
数
が
ま 

と
ま
れ
ば(

１
回
の
定
員
９
名
以
下)
秋
の 

味
覚
ラ
ン
チ
送
迎
バ
ス
と
し
、
コ
ミ
ニ
ケ 

シ
ョ
ン
支
援
の
運
行
を
す
る
こ
と
も
で
き 

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

北
部
地
区
や
芋
時
町
内
の
方
は
ま
る
い 

ち
の
新
そ
ば
を
食
べ
に
行
き
ま
せ
ん
か
。 

 

真
人
里
地
地
区
と
芋
時
町
内
の
方
は
お 

っ
こ
の
木
で
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
せ
ん 

か
。
家
族
、
知
り
合
い
な
ど
で
是
非
ご
検 

討
く
だ
さ
い
。(

ご
相
談
は
真
人
ふ
れ
あ
い

交
流
館
ま
で 

℡
86-

3

0

0

2) 

経
費
は
コ
ミ
バ
ス
燃
料
費
と
運
転
手
当 

の
実
費
を
ご
負
担
願
い
ま
す
。
飲
食
に
係 

る
経
費
は
個
人
の
負
担
で
お
願
い
し
ま 

す
。 

  

な
お
、
料
理 

の
内
容
に
つ
き 

ま
し
て
要
望
が 

あ
れ
ば
お
伝
し 

ま
す
。 

 

ま
た
、
コ
ミ 

バ
ス
の
利
用
で 

は
桜
町
の
さ
つ 

ま
い
も
農
カ
フ 

ェ
き
ら
ら
さ
ん 

や
岩
沢
の
山
紫 

な
ど
も
ご
相
談 

く
だ
さ
い
。 

 

お
知
ら
せ 

  

公
民
館
真
人
分
館
主
催 

 

ホ
ン
ト
カ
。
見
学
会 

  

開
催
日
時 

 

１１
月
２２
日(

土) 

午
前
９
時
～
１１
時 

 

集
合
時
間 

午
前
８
時
３０
分 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
の
送
迎 

参 

加 

費   

無 

料 

 
申
込
期
限 

１１
月
２０
日(

木) 

 

申 
込 
先   

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 

℡
86-

3

0

0

2 

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
時
間
及
び
日 

程
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

は
申
込
者
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

           

火
災
・事
故
に
気
を
付
け
よ
う 

 

 

９
月
２２
日
中
山
地
内
で
農
作
業
の
コ
ン 

バ
イ
ン
が
転
落
し
、
か
ろ
う
じ
て
運
転
さ 

れ
て
い
た
方
は
骨
折
な
ど
に
よ
る
入
院
と 

な
り
ま
し
た
。(

現
在
は
退
院) 

ま
た
、
９
月
２９
日
に
は
、
干
三
地
内
で
作 

業
小
屋
が
全
焼
す
る
火
災
が
あ
り
ま
し 

た
。
母
屋
に
火
が
回
ら
な
か
っ
た
こ 

と
が
幸
い
で
し
た
。 

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
気
を
付
け
ま 

い
り
ま
し
ょ
う
。 

                          

遊
水
地
追
加
工
事
発
注 

  

国
の
信
濃
川
河
川
事
務
所
が
進
め
る
真 

人
遊
水
地
工
事
の
そ
の
７
と
そ
の
８
工
事 

が
追
加
発
注
と
な
り
、
１０
月
１６
日(
木)
に 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
工
事
説
明
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
ず
れ
の
工
事
も
既
設
堤
防
の
拡
幅
と 

越
流
提
か
ら
沈
砂
池
を
結
ぶ
地
内
水
路
の 

施
工
と
な
り
ま
す
。 

今
回
の
工
事
受
注
者 

・
真
人
遊
水
地
そ
の
７
工
事 

 

工
事
会
社 

(

株)

曙
建
設 

 

工
事
期
間 

令
和
７
年
１０
月
１
日
～ 

 
 

 
 

 
 

令
和
８
年
３
月
２５
日 

・
真
人
遊
水
地
整
備
そ
の
８
工
事 

 

工
事
会
社 

小
杉
土
建
工
業
株 

 

工
事
期
間 

令
和
７
年
９
月
25
日
～ 

 
 

 
 

 
 

令
和
８
年
３
月
19
日 

 

両
工
事
と
も
降
雪
な
ど
に
よ
る
工
事
期 

間
が
延
長
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て 

い
る
。 

※
そ
の
７
工
事
の
河
川
土
工
に
お
い
て
、 

ほ
場
表
土
の
残
土
に
つ
い
て
は
、
芋
坂
地 

内
の
ほ
場
整
備
事
業
個
所
に
搬
出
の
予
定 

が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

【
編
集
後
記
】 

 

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題
を
巡 

り
、
県
議
会
連
合
委
員
会
に
東
電
小
早
川 

社
長
や
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁 

の
村
瀬
長
官
が
参
考
人
出
席
す
る
な
ど
や 

県
が
進
め
る
県
民
意
識
調
査
な
ど
で
再
稼 

働
の
是
非
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
と
こ
ろ 

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

私
自
身
は
市
役
所
退
職
後
の
二
年
間
を 

福
島
原
発
事
故
の
復
旧
対
応
と
し
、
南
相 

馬
市
に
派
遣
で
２０
キ
ロ
圏
外
の
農
地
除
染 

業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に 

西
山
の
林
道
か
ら
見
る
太
平
洋
の
日
の
出 

を
見
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
原
発
事
故 

の
風
向
き
で
当
該
地
区
は
帰
還
困
難
区
域 

の
ま
ま
で
、
今
も
解
除
は
さ
れ
て
い
ま
せ 

ん
。
風
向
き
に
よ
っ
て
は
２０
キ
ロ
圏
外
で 

も
い
ま
だ
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
事
実
が 

あ
る
中
、
福
島
で
は
そ
の
風
の
吹
い
た
と 

こ
ろ
に
市
街
地
な
ど
が
含
ま
れ
て
は
い
ま 

せ
ん
が
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
「
被
ば
く
線 

量
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
つ
い
て
」 

で
は
新
潟
県
が
柏
崎
刈
羽
地
域
の
実
情
に 

合
わ
せ
た
条
件(

令
和
３
年
の
気
象
条
件 

等)

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
県
独 

自
の
想
定
と
し
て
６
、
７
号
機
同
時
事
故 

に
つ
い
て
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

福
島
の
原
発
事
故
を
受
け
安
全
対
策
が 

進
め
ら
れ
、
色
々
な
条
件
で
行
っ
て
い
ま 

す
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
得 

ら
れ
た
線
量
は
、
U

P

Z(

５
～
３０
キ 

ロ
圏)

で
は
I

A

E

A(

国
際
原
子
力
機 

関)

の
防
護
措
置
を
必
要
と
す
る
基
準
に
達 

し
な
い
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
国
の
方
針
は
U

P

Z
に
お
い
て 

は
、
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
発
生
し
、 

全
面
緊
急
事
態
と
呼
ば
れ
る
放
射
性
物
質 

放
出
前
、
放
出
の
恐
れ
が
高
い
状
態
に
な 

っ
た
時
点
で
、
被
ば
く
を
小
さ
く
す
る
こ 

と
を
目
的
に
屋
内
退
避
を
実
施
し
、
必
要 

に
応
じ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
と
な
っ 

て
い
る
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

専
門
的
な
こ
と
は
よ
く
理
解
が
で
き
な 

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
北
西
の
風
で
は 

風
下
と
な
る
地
域
の
リ
ス
ク
な
ど
に
は
関 

心
を
持
ち
な
が
ら
接
し
て
み
た
い
と
考
え 

ま
す
。 

今
後
、
出
前
事
業
な
ど
で
申
し
込
み
を 

す
る
と
、
防
災
士
に
よ
る
講
話
と
な
り
ま 

す
が
対
応
が
で
き
る
と
の
お
話
を
お
聞
き 

し
ま
し
た
。
住
民
の
方
か
ら
も
是
非
お
聞 

き
し
た
い
と
い
う
声
が
届
け
ば
機
会
を
設 

け
よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 (

渡
邊)

  

       

 

コンバイン転落事故 中山地内 作業小屋火災 干三地内 
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の QR コー
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シミュレーションの一部
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